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1. 研究開発の内容

2. 研究開発の成果

3. 今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み

4. まとめ
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部品ベンダ部品ベンダ部品ベンダ部品ベンダ

伝送機器ベンダ伝送機器ベンダ伝送機器ベンダ伝送機器ベンダ

キャリアキャリアキャリアキャリア
データ・センターデータ・センターデータ・センターデータ・センター

フォトニック・ネットワークフォトニック・ネットワークフォトニック・ネットワークフォトニック・ネットワーク

フォトニック・ネットワークフォトニック・ネットワークフォトニック・ネットワークフォトニック・ネットワーク

光ノードシステム光ノードシステム光ノードシステム光ノードシステム

ROADM装置装置装置装置

WSS装置装置装置装置ROADMカードカードカードカード

ROADM装置装置装置装置

１．研究開発の内容 （背景）
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本提案ではICT機器・ネットワーク自体の省エネルギー化を目指します。
光ノード処理能力を従来比2倍に高めることで、フォトニック・ネットワーク全体の

消費電力の削減を通して、CO2排出量削減を図ります。



[1]“SLICE”提唱

[2]“Flexible Bandwidth”提唱

周波数割当を動的に柔軟に変更できるフレキシブル・ネットワーク

[1] M. Jinno et al., ECOC2010, Proc.,WS-10.

[2] G. Wellbrock, ECOC2010, Proc., Th9G1.
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キーデバイスキーデバイスキーデバイスキーデバイス (a) 現行方式：現行方式：現行方式：現行方式：50GHz(100GHz)固定グリッド固定グリッド固定グリッド固定グリッド
3D-MEMS （（（（JDSU社，米国）社，米国）社，米国）社，米国） 周波数の割当は固定（変更不可）周波数の割当は固定（変更不可）周波数の割当は固定（変更不可）周波数の割当は固定（変更不可）
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１．研究開発の内容 （ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ・ｸﾞﾘｯﾄﾞ）

備考：備考：備考：備考：MEMS; Micro-Electro-Mechanical System, LCOS; Liquid Crystal on Silicon

光ﾉｰﾄﾞ処理能力向上の手段の一つに、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ・ｸﾞﾘｯﾄﾞがあります。
本提案では液晶LCOSプロセッサによる光ﾉｰﾄﾞ装置の実現を目指します。

•ITU-T標準規格標準規格標準規格標準規格
•大きな周波数空きｽﾍﾟｰｽ大きな周波数空きｽﾍﾟｰｽ大きな周波数空きｽﾍﾟｰｽ大きな周波数空きｽﾍﾟｰｽ
•日本は出遅れていた。日本は出遅れていた。日本は出遅れていた。日本は出遅れていた。

キーデバイスキーデバイスキーデバイスキーデバイス (b) 次世代方式：フレキシブル・グリッド次世代方式：フレキシブル・グリッド次世代方式：フレキシブル・グリッド次世代方式：フレキシブル・グリッド
液晶液晶液晶液晶LCOSプロセッサプロセッサプロセッサプロセッサ 周波数割当を動的に柔軟に変更できる周波数割当を動的に柔軟に変更できる周波数割当を動的に柔軟に変更できる周波数割当を動的に柔軟に変更できる

Finisar社，米国社，米国社，米国社，米国 提案者提案者提案者提案者, 日本日本日本日本
小規模のみ小規模のみ小規模のみ小規模のみ(N<9) 大規模化大規模化大規模化大規模化(N>10)が可能が可能が可能が可能
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•次世代モデル次世代モデル次世代モデル次世代モデル
•周波数利用効率周波数利用効率周波数利用効率周波数利用効率+29%向上向上向上向上
•今後、標準化の動き今後、標準化の動き今後、標準化の動き今後、標準化の動き
•国内に要素技術はある。国内に要素技術はある。国内に要素技術はある。国内に要素技術はある。

•これまでの蓄積を活かして、巻き返これまでの蓄積を活かして、巻き返これまでの蓄積を活かして、巻き返これまでの蓄積を活かして、巻き返
しを計る。しを計る。しを計る。しを計る。
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２．研究開発の成果

幸いにも、研究開発実施期間内での実用化に成功しました。
1x2, 1x4 FLEX-WSSなるフレキシブル・グリッド対応の光ノード装置が

国内外で、それぞれ1社ずつ商用利用開始されました。

1x2, 1x4 FLEX-WSS 1x9 FLEX-WSS                 1x20 FLEX-WSS                   

実用化モデル実用化モデル実用化モデル実用化モデル 研究モデル研究モデル研究モデル研究モデル

寸法：寸法：寸法：寸法：165x110x20 mm        165x120x28 mm                    228x180x50mm

FLEX対応では世界最小サイズ対応では世界最小サイズ対応では世界最小サイズ対応では世界最小サイズ
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３. 研究開発成果の取り組み

国内外で市場シェア60%以上の市場顧客にデモ評価を実施
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WSSモデルWSSモデルWSSモデルWSSモデル
光ﾎﾟｰﾄ規模光ﾎﾟｰﾄ規模光ﾎﾟｰﾄ規模光ﾎﾟｰﾄ規模

1xN 1xN 1xN 1xN 1)1)1)1)

市場顧客市場顧客市場顧客市場顧客
（評価・認定）（評価・認定）（評価・認定）（評価・認定）

段階段階段階段階

国内顧客国内顧客国内顧客国内顧客
2)2)2)2)

国外顧客国外顧客国外顧客国外顧客
2)2)2)2) 顧 客 総 評顧 客 総 評顧 客 総 評顧 客 総 評

評価前
(評価待ち）

0000 0000 －

評価済 12121212 13131313
・優れたフィルタ帯域性能を有す
・フレキシブル・グリッドに最適周波数
分解能（粒度）である

実用化検討中 3333 3333
・ﾒﾄﾛｴｯｼﾞ網での導入を検討中
・ｼﾝｸﾞﾙｽﾛｯﾄｶｰﾄﾞ収容可能な厚さが良
い

実用化済 1111 1111
・ｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞﾌｨﾙﾀ用途での伝送装置に
導入
・北米ﾒﾄﾛｴｯｼﾞ網に早期市場導入

評価前
(評価待ち）

3333 2222 －

評価済 0000 1111
・優れたフィルタ帯域性能を有す
・フレキシブル・グリッドに最適周波数
分解能（粒度）である

実用化検討中 1111 3333
・総合性能は問題なし
・実装設計完了し、案件次第で実用
化可能

実用化済 0000 0000 －

1)1xNは、入力光ポート数１、出力光ポート数Nを意味する。

2)市場顧客の部署単位で集計（例：顧客企業に3部署あり、それぞれ評価実施の場合は集計"3"としている）

1x21x21x21x2
～～～～
1x41x41x41x4

WSSWSSWSSWSS

1x91x91x91x9

WSSWSSWSSWSS



３. 波及効果創出への取り組み
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開発された液晶材料及び開発された液晶材料及び開発された液晶材料及び開発された液晶材料及びLCOSデバイスの派生として、デバイスの派生として、デバイスの派生として、デバイスの派生として、3D-TVや車載や車載や車載や車載用ディスプレイ、用ディスプレイ、用ディスプレイ、用ディスプレイ、

あるいは、次世代の光クロスコネクトやホログラフィック・光データストレージなどへの展開が期待できる。あるいは、次世代の光クロスコネクトやホログラフィック・光データストレージなどへの展開が期待できる。あるいは、次世代の光クロスコネクトやホログラフィック・光データストレージなどへの展開が期待できる。あるいは、次世代の光クロスコネクトやホログラフィック・光データストレージなどへの展開が期待できる。

Santec confidential



SCOPE（ICTグリーンイノベーション推進事業）実施期間内に実用化に至りました。

今後はシェア拡大を図り、下記のCO2排出ガスの削減量を目指して参ります。

CO2排出ガス削減量

２０２０年 ３６万トン

２０３０年 １４５万トン

謝辞：

今回、このような貴重な研究開発の機会を与えて下さりました

総務省情報通信国際戦略局様に厚く御礼申し上げます。

8

４. まとめ


